
「⻩⾦の秋2019（ロシア農業展⽰会）」への参加について

モスクワで開催されたロシア最⼤の農業展⽰会「⻩⾦の秋」（2019年10⽉9⽇〜12⽇）に昨年度に引き続き、
⽇本ブースを出展し、⽇本の⾷品・農業技術のPRを実施した。開会式にはメドヴェージェフ⾸相が参加し、ロシア
国内70以上の州・地⽅、海外17ヶ国から1,500社以上が出展し、約14万⼈が来場した。

①⽇本ブースにおける⽇本の⾷品・農業関連技術のＰＲ

②セミナー・プレゼンテーションの実施

③商談スペースの設置

⺠間企業11社が出展し、⽇本製⾷品や農業関連技術を展⽰し、PRを実施した。
事前に出展企業紹介パンフレットを作成し、受付と会場内にて配布を⾏い集客を促した。

⽇本ブース内にて、セミナー・プレゼンテーションスペースを設置し、毎30分ごとに⽇本⾷・農業技術等を
テーマに各企業様の製品の理解を深めるセミナーを実施した。

⽇本ブース内にて商談スペースを設置し、商談の場として活⽤頂いた。期間中に、40社以上と商談を⾏い、
今後の具体的なビジネスや次回商談の約束などの成果があった。

⽇本ブース全体 商談スペース展⽰スペース セミナー実施⾵景

主な出展内容︓農作物加⼯機、きのこ栽培設備等、⼈⼯光型植物⼯場、スマートアグリ⽣産プラント、温室栽培イチゴ、カプセル製品、除菌剤、
⾼精度測位受信機、醗酵機、洗浄機、搬送機、豚衡機等
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